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第 1 章ではこれまでの文献の整理が行われている o 特に、 2 国 2 財の基本モデル、 3 国モデル、ひも付き援助、お
よび貿易政策と援助などについてこれまでの理論的発展をサーベイしているo さらに、第 2 章から第 4 章までの 3 つ
の章において、対外援助の新しい分析が行われている。
第 2 章は、従来考慮されてこなかった国際資本移動を導入し、 2 国および 3 国の貿易モデルでトランスファーの厚



























本論文の斬新さは次のような点に見られるo 第 1 に、これまでの分析では国際資本移動が考慮されていなかったけ
れども、それを 2 国および 3 国モデルに取り入れて対外援助の厚生分析を行っている o 援助が行われることで民間資
本が援助の受入国に流入することがあるが、そのような現実の動きをモデ‘ルに取り込み、援助の効果を考察しようと
試みたものである。第 2 に、 Kemp and Kojima (1 985) と Schweinberger (1 990) によって提示されたひも付き援
助のモデルを統合し、矛盾する両者の結果をもたらす原因を説明しているo このタイプのひも付き援助は受入国に援
助物資を強制的に消費させるようなものであるが、援助物資の再取り引きの可能性があればトランスファー・パラドッ




しかし、本論文には次のような課題も残されている o 第 1 のモデルにおいて、受入国に対する投資のリスクの問題
が取り込まれていなし 1。民間資本が援助の受入国に流れやすいのは、援助がリスク回避のシグナルの役割を果たして
いるものと考えることもできるo 国際資本移動との関連ではリスクを取り込んだモデルの構築も重要であると考えら
れる o 第 2 のモデルでは、援助物資の再取り引きの可能性の重要性を指摘しているが、それは国際市場での再取り引
きを問題にしている。現実には、国内市場における再取り引きの可能性が重要であると考えられるので、この点も分
析できる形に発展させることも意義のあることであろう。しかしながら、上述の通り、援助の理論的分析に新しい視
点を取り込んで分析を試みた本論文の意義は大きく、本論文は博士(経済学)に十分値するものと判断するo
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